
地域包括ケアにおいて行政と協力した介護予防事業の地域展開
K区における住民運営による体操教室の立ち上げ支援に関する報告

館山市では、理学療法士と保健師が協力して、住民運営による体操教室の立ち上げ支援プログラムを実施し、地域展開を
進めている。高齢化率47.4%のK区において、立ち上げ支援を実施し、一定の成果を認められたので報告する。
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立ち上げ支援プログラムの結果、週1回の自主運営での体操教室を10ヶ月後も維持できていた。

自主運営での体操教室は、運動機能、身体活動量の維持・増大が得られ、
介護予防活動につながることが明らかになり、かつ社会参加を促す効果が認められた。

今後は、フォローアップ体制を確立し、館山市の介護予防・地域包括ケアシステム構築の推進に役立てていきたい。

今回のモデルケースは、今後の超高齢化社会において重要視される健康寿命の伸延につながることが期待できる。

なぜ自主運営に導けたか？

住民が集まりやすい集会所を会場にしたこと(中野，
2015)、参加者の動機づけを十分に行い自主運営に
対する心構えができたこと(三菱総合研究所，2015)、
体操ファイルを用い、専門職が関わり続けなくても
体操を継続できる体制を整えたことが、自主運営に
導けた要因と考える。

なぜ運動機能を維持・改善できたか？

週1回の頻度で定期的に体操教室を継続できたこと
(松田，2015)、体操教室をきっかけにした活動・
参加の広がりにより、日常的な身体活動量が向上
したこと(角田，2010)が、参加者の運動機能の
維持・改善につながったと考える。
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9ヶ月後の開催状況

参加者
17名｜男性4名 女性13名

73.2歳｜最大83歳 最小65歳

特定高齢者｜9名
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対象

目的｜参加者の動機づけ
館山市の現状
介護予防・寝たきり予防
ロコモティブシンドローム
地域づくり
立ち上げ支援の内容 など

検査・測定
実施時期｜開始時、10ヶ月後

Timed Up & Go Test(TUG)
立ち上がりテスト

Life-Space Assessment(LSA)

体操指導｜元気がでる体操

立ち上げ支援プログラム｜平成28年6月16日～7月29日(4回実施)

ストレッチ、体操、認知症予防運動で
構成される全身複合的な運動

住民だけで体操を実施できるよう
体操ファイルを活用し指導

理学療法士と保健師の講話
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